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まち＊むらの 話題

笠
置
町

和
束
町

南
山
城
村

笠
置
小
学
校 

春
の
社
会
見
学

　

4
月
21
日
（
木
）
、
笠
置
小
学
校
恒
例
の
春
の
全
校
社
会

見
学
で
伊
賀
上
野
に
行
き
ま
し
た
。

　

伊
賀
上
野
城
の
周
り
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
お
こ
な

い
、
な
か
よ
し
班
（
縦
割
り
班
）
の
友
だ
ち
と
の
親
交
を
深

め
ま
し
た
。

　

忍
者
資
料
館
で
は
、
忍
者
屋
敷
の
か
ら
く
り
に
思
わ
ず

「
う
わ
ぁ
」
と
声
を
上
げ
、
忍
者
の
知
恵
や
秘
密
に
感
心
し

て
い
ま
し
た
。

　

心
配
し
て
い
た

雨
も
な
ん
と
か
持

ち
、
計
画
し
て
い

た
内
容
を
全
て
お

こ
な
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
ふ
り
返

り
で
は
、
「
お
城

が
大
き
か
っ
た
」

「
忍
者
屋
敷
の
か

ら
く
り
が
す
ご
か

っ
た
」
や
「
な
か

よ
し
班
の
友
だ
ち

と
協
力
し
た
の
で
、

仲
良
く
な
れ
た
」

な
ど
の
感
想
を
笑

顔
で
発
表
し
て
い

る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
ど
の
児
童

も
と
て
も
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
よ

う
で
し
た
。

保
育
園 

春
の
お
花
見
遠
足

　

4
月
20
日
（
水
）
、
南
山
城
保
育
園
の
4
歳
児
、
5
歳
児

の
園
児
が
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
で
お
花
見
遠
足
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
駐
車
場
横
の
桜
は
、
満
開
で
爽
や
か
な

風
が
吹
く
と
、
花
び
ら
が
チ
ラ
チ
ラ
と
舞
い
、
子
ど
も
た
ち

も
大
喜
び
。
「
お
う
ち
に
持

っ
て
帰
ろ
う
」
と
、
お
み
や

げ
袋
に
お
も
い
お
も
い
の
園

児
が
楽
し
ん
だ
思
い
出
の
品

を
入
れ
て
持
っ
て
帰
り
ま
し

た
。
よ
も
ぎ
探
し
や
み
ん
な

の
大
好
き
な
電
車
も
見
る
こ

と
が
で
き
、
大
満
足
で
帰
園

し
ま
し
た
。

和
束
茶
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を 

　

5
月
3
日
（
火
）
、
4
日
（
水
）
、
21
日
（
土
）
の
3
日

間
、
和
束
町
内
で
今
年
度
の
全
国
･
関
西
･
京
都
府
茶
品
評

会
に
出
品
す
る
た
め
の
お
茶
の
手
摘
み
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
早
朝
か
ら
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
摘
み
子
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
無
事
製
造
ま
で
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
お
茶
は
京
都
府
茶
品
評
会
で
審
査
さ
れ
、
そ
の
後
、

関
西
茶
品
評
会
も
し
く
は
全
国
茶
品
評
会
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

和
束
茶
で
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
を
め
ざ
し
、
例
年
以
上
に

力
の
入
っ
た
茶
園
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
い
た
た
め
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
手
摘
み
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
み
な
さ
ん
に
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

満開の桜の前でみんなでポーズ 桜の木の下を散策

伊賀上野城での集合写真
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相
楽
東
部
広
域
連
合
の
人
事
異
動

令
和
4
年
5
月
１
日（　
　

）内
は
旧
役
職
名

【
異
　
動
】

大
西　
　
勝

京
都
府
職
員
（
事
務
局
長
兼
議
会
事
務
局
長
）

小
森　
豊
久

事
務
局
長
兼
議
会
事
務
局
長
（
京
都
府
職
員
）

行 政 A d m i n i s t r a t i o n

太陽光パネル・蓄電池の設置を
お考えのみなさんへ
みんなのおうちに太陽光
～太陽光パネル・蓄電池がおトクに
　参加登録者募集～
　共同購入により、太陽光パネル・蓄電池をおトクに購入できる機会を提供し
ます。
　詳しくはホームページから。

登　録　みんなのおうちに太陽光
　　　　　HP　https://group-buy.jp/solar/kyoto/home
問合せ　京都　みんなのおうちに太陽光事務局
　　　　　 0120・623・100（フリーダイヤル）

京都　みんなのおうちに太陽光

QＲコードからも
アクセスできます。

情報公開および個人情報保護制度の運用状況（令和３年度）

　笠置町・和束町・南山城村および相楽東部広域連合
では情報公開条例により、公文書の公開等をおこなっ
ています。また、個人情報保護条例により、本人の請

求に応じて、実施機関の保有する個人情報の開示や訂
正等をおこなっています。令和３年度の各制度の運用
状況は、次のとおりです。

◦情報公開および個人情報保護制度の運用状況（令和３年度）

笠置町 和束町 南山城村 連　合

１．情報公開制度の運用 個人 法人 個人 法人 個人 法人 個人 法人

（１）公文書の公開請求にかかるもの

請求件数 6 0 4 6 7 8 1 1

公
開
状
況

全部公開 0 0 0 6 1 6 1 1

一部公開 6 0 3 0 6 2 0 0

却　　下 0 0 1 0 0 0 0 0

（２）不服申立にかかるもの 申立件数 0 0 0 0 0 0 0 0

２．個人情報保護制度の運用

（１）保有個人情報の開示請求にかかるもの 請求件数 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）�保有個人情報の訂正または利用停止請求に�

かかるもの
請求件数 0 0 0 0 0 0 0 0

※制度運用については、現在お住まいの町村総務担当課までお問合せください。
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糖
尿
病
は
、
膵
臓
か
ら
分
泌
さ

れ
て
い
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が
不

足
し
た
り
、
働
き
が
悪
く
な
る
こ

と
に
よ
り
血
糖
値
が
高
く
な
っ
て

し
ま
う
病
気
で
す
。

　

血
糖
値
が
正
常
値
よ
り
少
し
高

い
場
合
、
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
状
態
が
続
く
と

細
い
血
管
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、

数
年
か
ら
10
年
程
度
で
次
の
よ
う

な
合
併
症
が
出
て
く
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

①
糖
尿
病
神
経
障
害

　

高
血
糖
の
状
態
が
続
く
と
、
手

足
の
血
流
が
悪
く
な
り
、
神
経
障

害
が
起
こ
り
ま
す
。
最
も
多
い
症

状
は
、
両
足
の
裏
の
し
び
れ
感
で

す
。
裸
足
な
の
に
靴
下
を
履
い
て

い
る
よ
う
に
感
覚
が
鈍
く
な
っ
て

き
ま
す
。
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
壊

疽
（
皮
膚
や
皮
下
組
織
な
ど
が
死

滅
し
て
暗
褐
色
や
黒
色
に
変
色
す

る
）
を
起
こ
し
、
下
肢
切
断
の
リ

ス
ク
も
生
じ
ま
す
。

②
糖
尿
病
腎
症

　

腎
臓
の
糸
球
体
に
は
血
液
を
ろ

過
し
、
老
廃
物
を
尿
と
一
緒
に
排

出
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

糸
球
体
の
血
管
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
る
と
、
腎
機
能
が
低
下
し
て
蛋

白
尿
が
出
た
り
、
む
く
み
・
疲
れ

や
す
さ
が
出
て
き
ま
す
。
さ
ら
に

悪
化
す
る
と
、
老
廃
物
を
排
出
で

き
な
い
尿
毒
症
と
い
う
状
態
に
な

り
、
血
液
透
析
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
日
本
で
透
析
が
必
要
と
な
る

原
因
と
し
て
最
も
多
い
の
が
糖
尿

病
で
す
。

③
糖
尿
病
網
膜
症

　

網
膜
は
眼
球
の
1
番
奥
に
あ
り
、

レ
ン
ズ
を
通
し
て
見
た
も
の
が
像

を
結
ぶ
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
網
膜

に
あ
る
細
い
血
管
が
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
る
こ
と
で
出
血
を
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
す
。
最
初
は
自
覚
症
状

な
く
、
眼
科
で
眼
底
検
査
を
受
け

な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
悪
化

す
る
と
失
明
す
る
危
険
も
あ
り
、

定
期
的
な
検
査
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
合
併
症
が
出
現
し
て
、

放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
糖
尿
病
は
大

変
怖
い
病
気
と
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
糖
尿
病
を
早
期
に
発
見
し
、

な
る
べ
く
早
く
か
ら
治
療
を
開
始

す
る
こ
と
で
合
併
症
の
発
症
と
進

展
の
防
止
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

若
い
時
と
き
と
比
べ
て
体
重
が

増
え
た
人
、
親
や
兄
弟
が
糖
尿
病

で
心
配
な
人
や
血
糖
値
が
高
め
と

指
摘
さ
れ
た
人
は
ぜ
ひ
1
度
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

小
沢
医
院

小
澤　

勝

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
8787  

糖
尿
病
を
放
っ
て
お
く
と
ど
う
な
る
の
？

糖
尿
病
を
放
っ
て
お
く
と
ど
う
な
る
の
？  

～
三
大
合
併
症
～

～
三
大
合
併
症
～

保健・福祉

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）�☎0774・73・9988（直通）

７月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）
月　　日 診療科目 月　　日 診療科目

７月� 3日（日） 内科 ７月18日（月） 小児科
７月10日（日） 内科・小児科 ７月24日（日） 内科・小児科
７月17日（日） 内科 ７月31日（日） 内科

※６月分については広報れんけい５月号をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療
センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。
相楽休日応急診療所は 予約制 になりました
　相楽休日応急診療所では、新型コロナウイルス感染予防の観点から、発熱患者の時間的分離をするため、当日電話予約
制とし、予約がない場合は受診できません。予約の受け入れ人数には限りがあり、受付できない場合があります。
　来所される前に、必ず電話連絡をしてください。

国民健康保険の届出をお忘れなく
国民健康保険（国保）に加入する人
　職場の健康保険、国保組合、後期高齢者医療制度に加入している人、生活保護を受けている人を除く、す
べての人が国保に加入する必要があります。
加入の届け出が遅れると
　届け出をした日ではなく国保の資格を得た日にさかのぼって保険料（税）を納めていただきます。また、
届け出までの間にかかった医療費は原則全額自己負担となります。
脱退の届け出が遅れると
　国保の資格喪失後に国保の保険証で受診した場合は、国保が負担した医療費を返還していただきます。ま
た、保険料（税）と他の健康保険料を二重で支払ってしまうことがあります。
　他の健康保険等に加入したとき、国保は自動的に喪失になりませんので必ず届出をしてください。

○�届け出には、届け出に来る人の本人確認ができる身分証明書をお持ちください。別世帯の人が代理
で届出をする場合は委任状が必要です。

◯国保に加入するとき、または脱退するときは、14日以内に国保担当窓口に届出が必要です。

【問合せ】
笠置町税住民課��☎0743・95・2302（直通）
和束町税住民課��☎0774・78・3005（直通）
南山城村保健医療課��☎0743・93・0104（直通）

◆第三者行為による傷病届について
　交通事故など、第三者の行為による負傷のため、国保の保険証で治療を受けたときは、
速やかに国保に連絡し「第三者行為による傷病届」を提出してください。医療費は国保が
立て替え、後で国保が加害者に請求します。
　加害者から治療費を受け取ったり示談を済ませたりすると、国保が使えなくなり、立て替
えた医療費を加害者に請求できなくなる場合がありますので必ず国保にご連絡ください。
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木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

令
和
４
年
度 

第
２
回
京
都
府
警
察
官
募
集
に
つ
い
て

試
験
日　

9
月
18
日
（
日
）

試
験
区
分　

（
1
）�

男
性
Ａ
、
女
性
Ａ
（
大
学
卒
業
見
込
み
、
ま
た
は
既
卒
の
人
）　

　
　
　
　
　
　
　

�

平
成
4
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
（
令
和
5
年
4
月
1
日
現
在
30
歳
以
下
の
人
）

　
　
　
　

（
2
）
男
性
Ｂ
、
女
性
Ｂ
（
右
記
Ａ
区
分
以
外
の
人
）

　
　
　
　
　
　
　

�

平
成
4
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
令
和
5
年
4
月
1
日
現
在
18
歳

以
上
30
歳
以
下
の
人
）

募
集
期
間　

（
1
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間　

7
月
1
日（
金
）～
8
月
15
日（
月
）正
午

　
　
　
　

（
2
）
郵
送
受
付
期
間　
　
　
　
　
　

�

7
月
1
日（
金
）～
8
月
15
日（
月
）　

※
当
日
消
印
有
効

　
　
　
　
　

詳
し
く
は
、
京
都
府
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署　

生
活
安
全
課
生
活
安
全
係　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

学
生
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

京
都
府
警
察
で
は
、
学
生
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ロ
ッ
ク
モ
ン
キ
ー
ズ
（
通
称
ロ
ク
モ
ン
）
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

「
学
生
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」
「
学
生
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
」
が
あ
り
ま
す
。

　

防
犯
基
礎
講
習
を
受
け
た
後
、
仲
間
と
一
緒
に
ジ
ョ
グ
パ
ト
（
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
な
が
ら
の
パ
ト
ロ
ー
ル
）
や
防
犯
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
等
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
社
会
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
間　

4
月
1
日
（
金
）
～
6
月
30
日
（
木
）

募
集
対
象　

・�

京
都
府
内
の
大
学
（
大
学
院
、
短
期
大
学
を
含
む
。
）
ま
た
は
専
門
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
学
生

　
　
　
　

・�

京
都
府
内
に
居
住
す
る
大
学
生
（
大
学
院
生
、
短
期
大
学
生
を
含
む
。
）
ま
た
は
専
門
学
校
生

申
込
方
法　

�　
「
学
生
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申
出
書
」を
京
都
府
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ロ
ッ
ク
モ
ン
キ
ー
ズ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
受
講
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
　
　

（
1
）�
メ
ー
ル
（
京
都
府
警
察
本
部
へ
メ
ー
ル
送
信
）

　
　
　
　
　
　
　

 kpp-seiankikaku@
pref.kyoto.lg.jp　

件
名
は
「
メ
ン
バ
ー
登
録
希
望
」
と
記
載

　
　
　
　

（
2
）
郵
送
（
京
都
府
警
察
本
部
へ
送
付
）

　
　
　
　
　
　
　

�

〒
6
0
2
―

8
5
5
0　

京
都
市
上
京
区
下
長
者
町
通
新
町
西
入
藪
之
内
町
85
番
地
３

　
　
　
　
　
　
　

�

京
都
府
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課
地
域
安
全
対
策
係
宛

　
　
　
　
　
　
　

封
筒
表
面
に「
メ
ン
バ
ー
登
録
希
望
」と
記
載

　
　
　
　

（
3
）�

持
込
み
（
京
都
府
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課
ま
た
は
警
察
署
生
活
安
全
課
へ
持
込
み
）　

問
合
せ　

京
都
府
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課　

☎
0
7
5
・
4
5
1
・
9
1
1
1
（
内
線
3
0
4
4
）

　
　
　
　

京
都
府
木
津
警
察
署　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0
（
内
線
2
6
2
）

安心・安全

令
和
３
年
度

消
防
庁
長
官
表
彰
お
よ
び

第
75
回
日
本
消
防
協
会
表
彰
伝
達
式

　

3
月
16
日
（
水
）
、
相
楽
会
館
で
、
消
防
庁
長
官
表
彰
お
よ
び
日
本

消
防
協
会
表
彰
伝
達
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
対
象
者
に
消
防
長
官
表
彰
、

日
本
消
防
協
会
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
消
防
団
員
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

笠
置
町
消
防
団

☆
消
防
長
官
表
彰

功
績
章　

団　
　

長　
　
　

大
西　

篤
司

☆
日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章　

副
団
長　
　
　

中
井　

仁
司

　
　
　
　

本
部
長　
　
　

徳
岡　

和
洋

精
績
章　

副
本
部
長　
　
　

植
田　

将
行

左：大西団長　　　　右：植田副本部長
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一
芯
二
葉

～
和
束
小
学
校
・
中
学
校
合
同
の
お
茶
摘
み
～

　

5
月
9
日
（
月
）
、
和
束
小
学
校
の
3
・
4
年
生
の
児
童

と
和
束
中
学
校
の
全
生
徒
が
お
茶
摘
み
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

場
所
は
、
中
学
校
と
地
域
の
人
が
、
お
茶
摘
み
体
験
の
た
め

に
管
理
し
て
い
る
茶
畑
で
今
年
も
一
面
に
美
し
い
新
芽
が
出

て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域

の
人
や
先
生
と
一
緒
に
慣

れ
た
手
つ
き
で
「
一
芯
二

葉
」
を
摘
み
取
っ
て
い
ま

し
た
。
初
め
て
体
験
す
る

小
学
校
3
年
生
の
子
ど
も

た
ち
に
は
、
前
回
も
体
験

し
て
い
る
先
輩
が
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
た
り
、
最
年
長

の
中
学
３
年
生
か
ら
は

「
今
年
の
芽
も
柔
ら
か
く

て
い
い
芽
や
ね
。
」
と
い

っ
た
声
も
聞
こ
え
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

　

小
中
連
携
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
お
茶

摘
み
は
、
今
回
の
体
験
を

も
と
に
各
校
の
ふ
る
さ
と

学
習
と
し
て
深
め
、
和
束

町
の
主
産
業
で
あ
る
お
茶

を
中
心
と
し
た
学
習
で
小

学
校
と
中
学
校
の
つ
な
が

り
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く

予
定
で
す
。

秋
の
実
り
に
向
け
て

～
南
山
城
小
学
校
が
田
植
え
体
験
～

　

5
月
9
日
（
月
）
、
南
山
城
小
学
校
の
5
年
生
が
田
植
え

を
体
験
し
ま
し
た
。
歴
代
の
5
年
生
が
、
毎
年
米
作
り
を
し

て
い
る
田
ん
ぼ
に
、
今
年
度
の
5
年
生
13
人
が
地
域
の
人
の

指
導
の
下
、
苗
を
丁
寧
に
植
え
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
南
山
城
地
域
学
校
協
働
本
部
の
み
な
さ
ん
を
中

心
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
田
植
え
の
準
備
や
苗
の
用
意
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
少
し
肌
寒
く
、
田
ん
ぼ
の
土
の
冷
た
さ
や
時
折
顔

を
出
す
カ
エ
ル
に
声
を
あ
げ
、
一
生
懸
命
楽
し
み
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
手
で
植
え
た
苗
を
9
月
の
稲
刈
り
ま
で
世
話

を
し
て
い
く
取
組
が
始
ま
り
ま
す
。
土
の
感
触
を
直
に
感
じ

る
貴
重
な
体
験
か
ら
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
「
米
作
り
の
大

変
さ
が
分
か
っ
た
」
「
お
米
を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
も
食

べ
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
で
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
に
収
穫
す
る
お
米
は
、
全
校
児
童
で
味
わ
っ
た
り
、

地
域
の
人
に
ふ
る
ま
っ
た
り
す
る
予
定
で
す
。

3
町
村
京
の
ま
な
び
教
室
・
笠
置
児
童
館
合
同
事
業

 「
初
夏
を
歩
こ
う
」

　

5
月
14
日
（
土
）
、
か
さ

ぎ
・
ま
な
び
塾
（
笠
置
町
）
、

あ
そ
び
塾
（
和
束
町
）
、

Y
a
！
ま
な
び
c
l
u
b

（
南
山
城
村
）
の
3
町
村
京

の
ま
な
び
教
室
と
笠
置
児
童

館
の
合
同
事
業
「
初
夏
を
歩

こ
う
」
が
開
か
れ
、
児
童
や

保
護
者
な
ど
20
人
の
参
加
者

で
、
奈
良
市
の
平
城
宮
跡
へ

出
か
け
ま
し
た
。

　

近
鉄
西
大
寺
駅
か
ら
約
2
㎞
を
歩
い
て
平
城
宮
跡
朱
雀
門

広
場
に
到
着
。
V
R
シ
ア
タ
ー
に
て
、
平
城
京
の
こ
と
に
つ

い
て
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
学
ん
だ
後
は
、
遣
唐
使
船
に
乗
船
。

1
3
0
0
年
前
の
歴
史
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

朱
雀
門
広
場
の
歴
史
体
験
後
、
お
待
ち
か
ね
の
昼
食
タ
イ

ム
。
参
加
し
た
3
町
村
の
み

ん
な
と
楽
し
く
ご
飯
を
食
べ

ま
し
た
。
ご
飯
を
食
べ
た
児

童
か
ら
広
い
芝
生
を
使
っ
て

ボ
ー
ル
遊
び
を
し
た
り
、
グ

ラ
イ
ダ
ー
を
飛
ば
し
た
り
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
3
町

村
の
子
ど
も
た
ち
が
積
極
的

に
交
流
で
き
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
親
子
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

教育

朱雀門での集合写真 芝生でのボール遊び

40
㎏
を
め
ざ
し
て
茶
摘
み
体
験
中

指導のもと、田植え体験中
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※�
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電

話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

ま
た
、
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
着
用

の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日　
時　
6
月
6
日
（
月
）
、
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

場　
所　

�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講　
師　
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

参
加
対
象　

和
束
町
に
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日　
時　
6
月
8
日
（
水
）
、
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

場　
所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　
師　
ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

参
加
対
象　

�

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

講
座

 『
健
康
体
操
教
室
』

日　
時　
6
月
9
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　
所　
つ
む
ぎ
て
ら
す　

ホ
ー
ル

講　
師　
鷹
野　

明
子
さ
ん

問
合
せ　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

日　
時　
6
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
和
室

講　
師　
菅
瀬　

操
仙
さ
ん

対
象
者　

�
南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　

※�
受
講
を
ご
希
望
の
人
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

大
人
も
Wa
ku
Wor
k
体
験
事
業

�『
手
作
り
パ
ン
教
室
』

日　
時　
6
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時
30
分

場　
所　
和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講　
師　
田
中　

ま
さ
こ
さ
ん

参
加
対
象　

�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
不
可
）

定　
員　
先
着
6
人

申
込
期
間　

6
月
6
日
（
月
）
～
10
日
（
金
）

参
加
費
用　

2
0
0
0
円

持
ち
物　

�

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
台
拭
き
、
ハ

ン
ド
タ
オ
ル
、
保
冷
バ
ッ
ク
、
保
冷

剤

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

月
亭
方
正
講
演
会

�『
僕
が
落
語
家
に
な
っ
た
理
由
』

日　
時　
7
月
2
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　
所　
京
都
市
呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー

定　
員　

�

2
5
0
人
（
定
員
を
超
え
る
申
込
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
無
料

申
込
み　

�

6
月
10
日
（
金
）
午
後
5
時
ま
で
に
、

厚
生
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
（一財
）京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
4
1
1
・
0
0
8
4

　
　
　
　
　
Ｈ
Ｐ��https://w

w
w
.kyoto-

koseikai.or.jp

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　
時　
6
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

場　
所　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　
容　

�

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
お
よ
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な
ど
（
人

工
呼
吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

�

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
お
よ

び
南
山
城
村
に
在
住
･
在
学
ま
た
は

勤
務
す
る
人
（
中
学
生
以
上
の
人
と

し
ま
す
）

募
集
人
員　

�

先
着
6
人

受
講
料　
無
料

申
込
期
間　

6
月
6
日
（
月
）
～
14
日
（
火
）

　
　
　
　
　

�

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

そ
の
他　
・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
定
員
を
縮
小

し
受
講
者
同
士
の
間
隔
を
広
く
設

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

・�

受
講
者
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　

・�

当
日
、
検
温
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
お
こ
な
い
ま
す
が
、
風
邪
の
よ

う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

募
集

in
fo

rm
ation

おしらせ
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警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

に
じ
っ
こ
・
城
陽

日　

時　

6
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

7
月
9
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

会　

場　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

対
象
者　

・�

0
歳
～
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ

の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

　
　
　
　

・�

子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
家
族

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

�

問
合
せ
先
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
・
F
A
X
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

�

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）　

　
　
　
　

担
当
：
若
狭

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　
　
　

 n
a

n
b

u
-n

a
n

c
h

o
y

o
ji@

kyoto-chogen.or.jp

QＲコードからも
アクセスできます。

※�

以
下
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日　
時　
6
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
所　

�

産
業
振
興
会
館　

1
階
和
室

問
合
せ　
笠
置
町
人
権
啓
発
課
（
人
権
）�

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
1
4
0（
直
通
）

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課
（
行
政
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
1（
直
通
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
6
月
7
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
和
束
町
役
場　

第
1
相
談
室

問
合
せ　
和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
6
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
所　

�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
4
8
8（
直
通
）

人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
6
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

相
談

場　
所　

�

月
ヶ
瀬
Ｎ
Ｔ
集
会
所

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
6
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
　
　

（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　
所　

�

月
ヶ
瀬
Ｎ
Ｔ
集
会
所

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
6
月
17
日
（
金
）
午
後
5
時
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

6
月
15
日（
水
）

つ
む
ぎ
て
ら
す

6
月
21
日（
火
）

飛
鳥
路
区
集
会
所

6
月
24
日（
金
）

笠
置
会
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
3（
直
通
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

6
月
15
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

6
月
17
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

6
月
24
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の
相
談
会
）

日　
時　
6
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　
所　

�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　

（�

J
R
木
津
駅�

西
口�

ロ
ー
タ
リ
ー

前
す
ぐ
）

費　
用　
無
料	

問
合
せ　

�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

出
張
が
ん
個
別
相
談

　

『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』
『
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』
な
ど
、
が
ん

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
す
る
窓

口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
に
て
出
張

相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　
時　
7
月
5
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　
無
料

予　
約　

�

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左
記

informationおしらせ
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フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　
　
　

0
1
2
0
・
0
7
8
・
3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
9
時
～
正

午
、
午
後
1
時
～
4
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

日　
時　
6
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
　
①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～　

場　
所　

�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
相
楽
会
館
内
）

内　
容　

�

聴
こ
え
や
補
聴
器
に
つ
い
て
の
相
談
、

聴
力
測
定
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の

人
は
1
時
間
程
度
）

対　
象　

�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費　
用　
無
料

申
込
み　

�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
・
相
談

内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合

は
、
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
〒
６
１
９
―

０
２
１
４

　
　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

　
　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
※�

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

第
72
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

相
楽
地
区
大
会

日　
時　
6
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～

場　
所　

�
木
津
川
市
中
央
交
流
会
館

　
　
　
　

（
い
ず
み
ホ
ー
ル
）

主　
催　

�

第
72
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
相

楽
地
区
推
進
委
員
会

問
合
せ　
相
楽
地
区
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

（
相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
事
務
局
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
4
2
1

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

対　
象　

�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

開
催
曜
日　

月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　
所　

�

南
山
城
村

　
　
　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
6
月
20
日
（
月
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の

そ
の
他

人
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

伊
賀
・
山
城
南
・
東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

in
fo

rm
ation

おしらせ

京都府内各地の
祭り・行事等地域文化の技術や魅力を

伝える映像を公開！
～地域文化の次世代への継承にむけて～

　京都府域には、地域の祭り・行事でおこなわれてきた民俗芸能が
今でも多く残っています。
　この度、京都府地域文化活性化連絡協議会（事務局：京都府文化
政策室）では、地域の民俗芸能・行事・生活文化の継承に資するこ
とを目的に、技術の継承や後継者養成に活かすと共に、各地域の魅
力を多くの人に知っていただく動画を制作し、公開しました。

�【お茶の京都エリア】
守り紡ぐ人々の祈り―相楽郡
笠 置 町　布団神輿・勧請縄
笠 置 町　布団神輿（単独版）
笠 置 町　勧請縄　（単独版）
和 束 町　和束天満宮秋まつり
精 華 町　祝園のいごもり祭
南山城村　田山花踊り

9 広報  　　　 2022.6◦第195号



京都やましろ体験交流協議会	 〒619-1222 和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
	 ☎ 0774・78・3396　  info@chagenkyo.com　担当：湊・鍵岡・吉岡

農村宿泊体験（農泊）6月号

プラスチック容器包装の出し方
プラスチック容器包装
　出せるもの（一例）：�菓子袋・食品トレイ・カップ麺の容器・シャンプー

やリンスの容器・ペットボトルのキャップやラベル
出す時の注意
◎�食べ残しなどの生ごみは必ず取り除き、液状の汚れは水で洗い流すか新
聞紙等で拭き取ってください。

◎�レジ袋などに小分けにせず、ばらばらにして指定袋に入れてください。
◎プラスチック製容器包装ごみは、
　このマークが付いているものが対象です。

　笠置町・和束町・南山城村から集められたプラスチック製容器包装ごみ
はリサイクルされ、他のプラスチック製品の素材として生まれ変わってい
ます。
　しかし、プラスチック製容器包装ごみの中には食品の食べ残し、汚れの
付着、紙・金属類・ペットボトル等の混入が目立っています。この状態で
はリサイクルに出せません。
　プラスチック製容器包装ごみを出される際は、容器の汚れを落とす、他
のごみを入れない等、分別を守ってください。　

分別作業

プラスチック容器包装ごみに混ざ
っていた紙類･ペットボトル類

ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302（直通）
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008（直通）
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106（直通）

プラスチック容器包装収集日
　笠 置 町　毎週　　　土曜日（第１土曜日を除く）
　和 束 町　毎週　水・土曜日（第４水曜日を除く）
　南山城村　毎週　　　木曜日

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金」へ次のとおりご寄付をいただきました。
　氏　名：大西　章五様　　住　所：京都市西京区　　寄付金額：8,000円

informationおしらせ

　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　今年のゴールデンウイークは3年ぶりの制限なしの連休ということもあり、多くの人が足を運んでくださり、活
気にあふれた期間でした。お茶摘み体験や景観ウォーキングなどを通して、やましろ地域の魅力をたくさんの観光
客のみなさんに知ってもらうことができました。
　少しずつではありますが、ウィズコロナという考えが定着してきつつあるのかと思います。
　先月号でお伝えした「レシピ本」、お時間のある時にぜひ事務所にてお受け取りください。

「急須のふた」
　急須のふたにはちっちゃな穴が空いています。
　中の液体を容器からスムーズに出すときは空気の穴が必要なので、あるのは当
然なのですが…
　お茶の場合は、空気を取り入れることで茶葉が舞うように動き、湯と混ざる効
果があります。
　特に注ぎ口側に持ってくるのが良いとされています。

今月の
お茶にまつわる豆知識

102022.6◦第195号 広報  



消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
ま
た
は
来
所
）

�

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。�

	

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　
所　

�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15�

相
楽
会
館
１
階�

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　

※
土
曜・日
曜・祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は
電
話
の
み
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★�Pick�UP�★
「�学校のおばけずかん�ハイ!」
斉藤�洋�／�作　宮本�つよし�／�絵
　「おばけずかん」シリーズを
たのしんでくれているみなさん
へ学年が上がったら、もうおば
けにであうこともなくて、大丈
夫！？
　いえいえ、学校には、こわ～
いおばけがまだまだたくさん
いますよ…。

図書室の連絡先
　笠置町図書室� ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室� ☎0774・78・4013
　南山城村図書室� ☎0743・93・0522

　
令
和
4
年（
2
0
2
2
年
）4
月
か
ら
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
※
未
成
年
者
契
約
取
消
権
に
よ
り
、取
消
し
が
可
能
だ
っ
た
18
歳

か
ら
19
歳
が
成
年
と
な
る
こ
と
で
未
成
年
者
取
消
は
で
き
ま
せ
ん
。自
分
の
判
断
だ
け

で
契
約
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、守
る
べ
き
義
務
も
発
生
し
、責
任
が
伴
う
こ
と

も
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。※
未
成
年
者
取
消
：
民
法
で
は
、未
成
年
者
が
親
の
同
意
を
得
ず
に
契
約
し
た
場

合
は
原
則
と
し
て
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

　
今
回
は
儲
け
話
や
借
金・ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・�

友
人
や
S
N
S
で
知
り
合
っ
た
人
な
ど
か
ら
、
暗
号
資
産
や
海
外
事
業
な
ど
へ

の
投
資
な
ど
実
体
が
分
か
ら
な
い
儲
け
話
に
つ
い
て
「
人
に
紹
介
す
れ
ば
簡
単

に
報
酬
を
得
ら
れ
る
」
と
勧
誘
さ
れ
契
約
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
う
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
ま
す
。
→
〇
「
必
ず
儲
か
る
」
と
い
う
甘
い
話
は
な
い
。

　

�

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
連
絡
し
な
い
。
〇
投
資
に
は
必
ず
リ
ス
ク
が
あ
る
（
価
格

が
変
動
し
損
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
）
〇
高
額
な
契
約
を
勧
誘
さ
れ
た
り
、

話
が
違
う
と
思
っ
た
ら
き
っ
ぱ
り
断
る
勇
気
を
も
つ
。
〇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
高
額
決
済
や
借
金
を
し
て
ま
で
契
約
し
な
い
。
〇
被
害
者
の
立
場
か
ら
加

害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
（
友
達
を
失
う
こ
と
に
）
。

・�

成
人
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
っ
た
が
、
限
度
額
い
っ
ぱ
い
ま
で
買
い
物

を
し
て
支
払
い
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
返
済
不
能
に
な
る
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
ま
す
。
→
〇
延
滞
に
注
意
し
、
利
用
の
際
に
は
支
払
い
計
画
を
た
て
て
利

用
す
る
。
〇
手
数
料
が
発
生
す
る
分
割
払
い
、
リ
ボ
払
い
に
注
意
す
る
。
〇
利

用
明
細
は
必
ず
確
認
す
る
。
〇
悪
質
事
業
者
か
ら
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
支
払
え
ば

よ
い
」
と
そ
そ
の
か
さ
れ
て
も
応
じ
な
い
。

　

�

不
安
に
思
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

町村別 種　類 タ�イ�ト�ル 著�者�名

笠　　置

一般書
コスメの王様 高殿�円
凪の光景 佐藤�愛子
アルツ村 南�杏子

児童書
おなまえおしえて 新井�洋行
のいちごつみ さとう�わきこ
タブレット・チルドレン 村上�しいこ

和　　束

一般書
ショートケーキ。 坂木�司
団地のふたり 藤野�千夜
仕込み5分の漬けとく献立 市瀬�悦子

児童書
はやくしなさい! 中川�ひろたか
タヌキの土居くん 富安�陽子
香君 上橋�菜穂子

南山城村

一般書
海を越えたジャパン・ティー ロバート・ヘリヤー
0�ZERO 堂場�瞬一
ウルトラ図解�骨粗鬆症 竹内�靖博

児童書

トムとジェリーをさがせ! 菅原�卓也
学校のおばけずかん�ハイ! 斉藤�洋
パパとママのぜんぶわかる
せつめいしょ

フランソワーズ・
ブシェ

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

成
年
年
齢
引
き
下
げ
で
気
を
付
け
る
こ
と
は
？

～
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル（
も
う
け
話
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
編
） 

№1

和束町体験交流センター図書室から 読書活動推進事業
☆『ブックカフェ』開催のご案内
　6月17日（金）午後6時30分から、和束町体験交流センタ
ーにて『ブックカフェ』を開きます。今回の課題図書は『2022
年本屋大賞』の１位～３位受賞作品より、いずれか１冊です。
また、紹介したい本はおひとり3冊までご持参ください。もち
ろん見学のみのご参加も歓迎いたしますので、お気軽にご参
加ください。お申込みは各図書室まで。詳しくは図書室およ
び教育委員会で配布しているチラシをご覧ください。

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　６月26日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター�１階ホール
※�図書室の行事については、新型コロナウイルスの感染状
況に応じて、変更または中止させていただく可能性があ
ります。変更・中止の際は図書室ホームページおよび連
合ホームページでお知らせいたしますので、ご確認くだ
さい。
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相
楽

東
部

広
域

連
合

〒
619-1205�京

都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1

☎
0
7
74・

7
8・
0
12
0
　
FAX
0
7
74・

7
8・
0
12
1

人口・世帯数
（令和４年５月１日現在）3 町 村 人 口

和 束 町

〒619-1295�京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

人　口� 3,645人　
世帯数� 1,699世帯

（減7）
（増5）

笠 置 町

〒619-1303�京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口� 1,191人　
世帯数� � �608世帯

（減1）
（減2）

南 山 城 村

〒619-1411�京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

https://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人　口� 2,536人　
世帯数� 1,210世帯

（減1）
（増4）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102 運行状況確認

QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中

　５月11日（水）～13日（金）に笠置中学校の３年生が石川方面に、５月15日（日）～17日（火）に和束
中学校の３年生が長崎方面へ修学旅行に行きました。
　新型コロナウイルス感染症が続いていますが、感染症対策を講じて実施しました。
　笠置中学校は、のとじま水族館やゆのくにの森での伝統工芸体験を、和束中学校は、ハウステンボスや長
与港でのペーロン体験を楽しみました。天気にも恵まれ思い出深い修学旅行となりました。

笠置中学校・和束中学校修学旅行

笠
置
中
学
校

和
束
中
学
校

のとじま水族館のとじま水族館

ゆのくに・伝統文化体験ゆのくに・伝統文化体験

金沢駅・鼓門金沢駅・鼓門

ペーロン体験ペーロン体験

ハウステンボスハウステンボス

長崎平和公園長崎平和公園


